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会長挨拶  鈴木 光一 会長 

今月のロータリー為替レートは 1 ドル１０８円となっております。 

１１月２１日には、県北第一分区で開催されます芳賀ガバナー歓迎晩餐会が、二本松

ＲＣがホストで「ウエディングパレスかねすい」で開催されます。１１月２３日の勤労

感謝の日には当クラブがホストで新世代会議が行われますので出席されます会員のみな

さまご協力宜しくお願い致します。地区の方でも次年度のガバナー事務所立上や、石黒

ガバナーエレクト国際協議会壮行会の案内もきており、次年度にむけ動き出しているよ

うです。当クラブも次年度に向けて取り組んでいるようです。色々と大変でしょうが役

が回って来ましたら心よくお引き受けのほど宜しくお願い申し上げます。 

台風１９号の災害にともない各地区ガバナー宛に国際ＲＣ・マーク・マローニー会長より、お見舞いのメッセージ

が来ておりましたので皆様のテーブルの方に１枚ずつ、置いておきましたのでご覧いただければ幸いです。 

米山奨学金授与、交換留学生お小遣いお渡し 
お食事の時間には、宍戸隆司米山奨学会委

員長から、邸晶晶さんのレポートの紹介があ

りました。時間的に余裕ができ、様々なこと

にチャレンジする勇気が持てたとのことで

す。またミゲル君は学校では卓球部で活動し

ているとのことです。お二人の留学生活が実

り多いものとなるようお祈りいたします。 

誕生祝い 

11 月誕生日 ＋ 誕生月にお祝いできなかった方のお祝い 

三浦善治会員(S4.11.10 生) 

「残された日々を温故知新で生きたい」 

菅野和宏会員(S34.11.15 生) 

Ｑ．プロポーズの言葉は？「（大きな声で）ぜひ私と結婚して下さい」 

磯部健一会員(S46.8.30 生) 

Ｑ．プロポーズの言葉は？「幸せにします」 
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━ 例 会 予 定  ━ 

・11 月 20 日(水)ゲストスピーチ 

・11 月 27 日(水)移動例会 風の谷 

・12 月 4 日(水)誕生祝い クラブフォーラム 

■クラブ関連行事 

・11 月 20 日(水)福島成蹊高校ＩＡＣ例会 

・11 月 24 日(日)第 4 回ゴルフコンペ 

■地区・その他行事 

・11 月 21 日(木)ガバナー歓迎晩餐会 

・11 月 23 日(土)新世代会議<当クラブホスト> 福島成蹊高校 

 

11 月 13 日(水)の例会プログラム 

1.開会点鐘  2.ロータリーソング 

3.四つのテスト唱和 

4.来訪者紹介と会長挨拶 

5.臨時クラブ総会 6.スマイリングBOX報告 

7.幹事報告  8.お食事をどうぞ 

9.車椅子の贈呈式 

10.さわやかアイリス様ご挨拶 

11.各委員会報告  12.閉会点鐘 

新会員スピーチ 弓田 智之  会員 

出生地は郡山市、父親の転勤に伴ってのいわゆる転校少年でした。一番長く住んでいた

のは富士山の麓の山中湖の近くにある「忍野村」という人口数千人ののどかな農村でした。

標高 900 メートルにある村でして、真冬は氷点下 20 度にもなる極寒の地でもありました。 

大学では文学部で地理学を専攻しました。土地・水・気候などの自然と人間生活との関

係を明らかにしていく、歴史と自然と人間生活の関わりを考えていく学問です。まずは現

地に行ってみることから学問が始まるため、日本各地を巡り歩いた 4 年間でした。当時は

バブル経済なるものが弾け、極端な新卒採用を絞った就職氷河期なる時代でして、やっと

の思いで決まったのが東邦銀行でした。2017 年 4 月から今年の 3月までの 2年間は、郡山市拠点のお客様への出向を

しております。最初のうちは、銀行とは全く異なる企業文化でまるで転職したような錯覚に陥りました。入社以来 23

年間、営業の現場で、時にはお客様の下で様々な勉強させて頂きながら今日に至っております。私の銀行員生活はま

さに「いちごいちえ」であると考え、お客様との出会いを大切に仕事に励んでいきたいと思います。 

新会員スピーチ 木村  昇  会員 

昭和 42 年生まれで中学、高校時代はバスケットに夢中になり朝から晩までボールをい

じっていました。高校を卒業し不二サッシに就職、仙台にある東北支店に配属になり同じ

部署の先輩と結婚、長女、長男を授かり 4 人家族となりました。長女が 2歳の頃にピアノ

を購入、中学では吹奏楽、高校ではバンドと音楽中心に過ごしていた娘が、ある日突然、

音楽の専門学校に行きたいと言い出したのです。親としては大学に行きながらもしくは仕

事をしながら音楽活動をすることを勧めましたが聞く耳はもたず、最終的には「私の夢を

潰す気ですか」と言われ愕然としました。聞く耳をもっていなかったのは私の方でした。 

平成 5 年郡山営業所に転勤、現在は営業所長の立場で部下に時間外労働の削減を促していますが、非常に難しいの

が現実です。仕事の効率を図る、言うのは簡単ですが実践するのは非常に難しいと感じています。この悩み多い時期

に南 RC に入会させて頂いたのも何かのご縁ですので諸先輩方のお言葉を参考に日々成長していきたいと思います。 

防火パレード 報告 

11 月 8 日福島駅前吾妻通りに

て防火パレードがありました。

風が強かったのですが、晴天に

恵まれ、飯坂恵泉幼稚園の園児

たちのパレードと消防車を使っ

た放水体験、啓蒙パンフレット

の街頭配布などを行いました。 

 


